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 １６日(火） 
   

学年末考査 
（国・社・英） 

 １７日(水） 学年末考査 
（数・理・技家） 

 １８日(木） 学年末考査 
（美・体・音） 

  ２０日(土） 
１年：授業参観 
２年：立 志 式 
３年：普通授業 

    ～ 「たのもしさ」を感じました ～ 

 ２／１ (月） 入学説明会 
（体験授業） 

２／２(火） 
     ～4日(木） ２年生職場体験 

    ５（金） 
私立前期入試 

  ８（月） 公立推薦入試 

 今、学校は卒業する３年生はもとより、後を受け継ぐ１・２年生にとって、最も大切

な総仕上げの時期を迎えようとしています。教師がもっとも心血を注いで教える時期で

もあります。この時期の子どもたちはもがき苦しみ、力をつける日々が続きます。 

  

 自然界では、もう少しすると、春の暖かさを感じて、冬ごもりしていた虫が外に這い

出てくる「啓蟄（けいちつ）」の頃を迎えます。教師たちも悩む日が続きますが、私た

ちが悩むほど、子どもも教師の思いに応えて成長してくれるものです。教師全員で子ど

もたちを支えていきます。 

 

 ３年生は、１月下旬から高校入試の前半戦が始まっています。これから本番となるこ

の1ヶ月の過ごし方が大きな意味を持つことになるでしょう。念願の高校への合格をめ

ざすことはもちろんのこと、中学校卒業後の新たな生活への意欲を高め、構えをつくる

ことが非常に重要です。これまで本校をリードしてきた３学年の生徒たちには、有終の

美を飾り卒業してくれることを期待しています。 

 

  あいさつは良いものです。心がつながった感じがして、あいさつをした方もされた方も

気持ちよくなります。あいさつで大切なことは、気持ちがきちんと伝わるということで

す。あいさつをしたつもりでも相手に伝わらなくては意味がありません。 

  

 ３学期から新生徒会を中心に、「立礼（りつれい）」の取組を行っています。立礼とは、

廊下などで学校外部からのお客様や先生に会った際、立ち止まってあいさつをすることで

す。子どもたちも少しずつ自然な感じになり、本校に来校される方々から「感動しました」

「学校の雰囲気が変わりましたね」という嬉しい評価をいただいています。これは新生徒

会の役員の力はもちろんのこと、全校生徒の協力がないとできないことです。子どもたち

の「たのもしさ」を感じる今日この頃です。   

  

～ ２月行事 ～ 

   平成28年度 入学説明会 

  ～ 春に向かって ～        

 ２月１日（月）に、新入生入学説明会を行いました。平成２８年度は３６名（男子名

１５・女子２１名）が入学する予定です。この日は、新生徒会（２学年）のメンバーが

学校生活の様子を説明しました。「安心して福吉中学校へ入学してください」と堂々と説

明する姿に子どもたちの成長を実感することができました。また、会場からも大きな温

かい拍手をいただき、新たな成長モデルとして一歩を踏み出しています。 

 本校では、２月２０日（土）に「立志式」を行います。 

これは昔の元服の流れから、数え年で１５歳（中学２年生）の時に大人としての 

門出を祝福するとともに、大人の世界に踏み出す決意を固めるというものです。 

 ここで、群馬県の中学生が書いた作文の一部を紹介します。 

生徒会作成のポスター 

 立志式（りっししき） ～ 群馬県の中学生作文から ～ 

 今の私には将来絶対にこれをやりたいと思うものはありません。でも人と人との関わりを大切

に、人のために何かをできる仕事に憧れを持っています。きっかけは、学校の職場体験で老人福祉

施設の職員の方が仕事のやりがいを熱く語ってくれたことと、冬休み中の人物研究で出会ったマ

ザー・テレサの生き方でした。愛を持って一生懸命に仕事をし、貧しい人の役に立とうとする姿に

感動しました。私はこの機会に次の３つの柱を立てて活動します。 

 

 ☆甘えた気持ちを抑える  ☆いつも具体的な目標を持つ  ☆精一杯に取り組める自分になる 

  

 自立ということは、難しいことだとわかっていますが、自覚を持って頑張ります。 

 この立志式には、将来を担う若者たちを激励するという意味があります。これを機会に大

きく成長し、大人へのステップを１段上がってほしいものですね。 

 立ち止まって、心を言葉に込めてあいさつをする。最初のうちは

不自然でぎこちなくても、やがて自分のものになり、社会で生きて

いく基本となります。いま、福吉中学校は、元気で心を込めたあい

さつをする子どもでいっぱいです。授業参観など来校された際、ぜ

ひ、子どもたちの輝いている姿をご覧ください。 


